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医師の就任で医療を充実
　市立川西病院の耳鼻いんこう科に常勤医師２人を採
用します。
　これまでは常勤医師が不在のため、外来診療しか対

応できませんでしたが、入院診療や
手術が可能になります。
　外来では、新たに嗅覚検査に対応。
加齢や副鼻腔炎、アレルギー性鼻炎、
感冒など、さまざまな原因で起こる
嗅覚低下の相談も受け付けます。

耳鼻いんこう科の常勤医師
川西病院で新たに２人加わる
入院診療や手術、外来での嗅覚検査に対応

　
市
で
は
、
災
害
時
に
自
力
で
の

避
難
が
難
し
い
人
の
安
否
確
認

を
、
各
地
域
の
自
治
会
や
民
生
委

員・
児
童
委
員
、
福
祉
委
員
な
ど

と
協
力
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
福
祉
課
に
登
録
す
る
と
、

各
地
域
の
安
否
確
認
を
行
う
団
体

（
自
治
会
や
民
生
委
員
・
児
童
委

員
、
福
祉
委
員
な
ど
）
に
名
簿
を

提
供
。
大
規
模
地
震
の
発
生
時
や

風
水
害
の
危
険
が
あ
る
時
に
、
市

の
要
請
な
ど
で
安
否
確
認
を
行
い

ま
す
。名
簿
は
厳
重
に
取
り
扱
い
、

守
秘
義
務
は
守
り
ま
す
。
す
で
に

登
録
済
み
の
人
は
手
続
き
不
要
で

す
。
な
お
、
安
否
確
認
は
、
災
害

の
状
況
な
ど
に
よ
り
必
ず
実
施
で

き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
と

き
、
多
く
の
命
を
守
る
に
は
市
だ

け
で
な
く
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
協

力
し
て
助
け
合
う
「
共
助
」
の
取

り
組
み
が
重
要
で
す
。
早
め
に
登

　
令
和
２
年
度
か
ら
、新
た
に「
市

民
救
命
士
制
度
」
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
こ
れ
は
、
か
わ
に
し
市
民

会
議
で
の
意
見
「
大
規
模
災
害
が

発
生
し
た
と
き
、
行
政
の
支
援
に

頼
ら
ず
、
市
民
が
地
域
で
助
け
合

う
必
要
が
あ
る
」
を
受
け
て
つ
く

ら
れ
た
も
の
で
、
第
２
次
総
合
戦

略
の
一
つ
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
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難
困
難
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安
否
確
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地
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協
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援

心
肺
蘇
生
法
を
マ
ス
タ
ー

市
民
救
命
士
講
習
を
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催

登
録
者
を
対
象
に
、
自
治
会
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
な
ど
が
安
否
を
確
認
し
ま
す

消
防
職
員
か
ら
実
技
を
学
び
、
市
民
救
命
士
と
し
て
知
識
を
広
め
る
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市立川西病院　 （794）2321問い合わせ

同病院
ホームページ

▶ 65 歳以上で 1 人暮らしの人
▶介護保険要介護認定４か５で自宅で生活している人
▶障がい者（※）
▶その他の理由で自力での避難が困難な人

（※）肢体不自由者（１・２級で下肢・体幹・移動機能に障がいがある）、視覚障
がい者（１・２級）、聴覚障がい者（２級）、内部障がい者（１級）、知的障がい者
（A判定）、精神障がい者（１級）

救
命
処
置
を
行
え
る
、
知
識
と
技

術
を
持
っ
た
人
を
認
定
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
消
防
本
部

で
は
市
民
救
命
士
講
習
を
開
催
し

ま
す
。
胸
骨
圧
迫
（
心
臓
マ
ッ
サ

ー
ジ
）
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
な
ど

を
学
び
、
倒
れ
て
い
る
人
を
見
つ

け
た
時
の
対
処
法
を
一
連
の
流
れ

で
練
習
。
救
急
車
到
着
ま
で
の
行

動
を
確
認
し
ま
す
。

　
心
肺
蘇
生
法
は
５
年
ご
と
に
見

直
さ
れ
、
少
し
ず
つ
手
順
な
ど
が

変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
最
新
の

救
命
処
置
を
確
認
す
る
た
め
、
過

去
に
普
通
救
命
講
習
を
受
け
た
人

も
受
講
可
能
。
年
齢
は
問
い
ま
せ

ん
。

　
市
民
救
命
士
講
習
の
開
催
日
は

下
記
の
通
り
。定
員
は
各
40
人（
先

着
順
）
で
す
。
受
講
希
望
者
は
、

開
催
日
の
１
カ
月
前
か
ら
消
防
本

部
消
防
課
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

カード

市民救命士講習Ⅰ
心肺蘇生法や AEDの使い方、応急処置などを学ぶ

４月15日㈬　午後１時―４時
５月15日㈮　午後１時―４時
６月６ 日㈯　午後１時―４時

市民救命士講習Ⅲ
小児・乳幼児への心肺蘇生法を学ぶ

５月10日㈰　午前９時半―午後０時半
実技救命講習
救命入門コースか応急手当WEB 講習を受けた人向けの
実技中心の講習

６月13日㈯　午後１時―３時

川西池田駅

猪
名
川

絹延橋駅

至 宝塚

総合体育館

キセラ川西プラザ

商業施設

消防本部
南消防署

JR

能
勢

電
鉄

Ｎ

市役所

開催場所（受け付け）
　　　　　　　

能勢電鉄絹延橋駅から徒歩約６分
川西市役所から徒歩約 12 分

開催の１カ月前から

消防本部窓口で

受け付け
各先着 40人

以下に該当し、自力で避難が困難な人は登録してください

　また、緩和ケア診療のため常勤医師１人を新たに採
用します。
　外来診療時間や受診の相談など、詳しくは同病院ま
たは同病院ホームページ（左の２次元コードからアク
セス可）へ。

看護師として働く人を募集
　指定管理者の（医）協和会の職員（正社員・パート）を
募集しています。夜勤専従も応相談。
　希望者は、履歴書（写真貼付）に必要事項を書き、資
格証明書を添えて市立川西病院採用担当へ。

録
し
て
、
大
雨
や
洪
水
が
起
こ
り

や
す
い
６・
７
月
に
備
え
て
く
だ

さ
い
。

手順

①
市役所 1階の
地域福祉課で
名簿に登録

手順

②
自治会や

民生委員など
地域に名簿提供

手順

③
災害発生時に
市の要請で
安否確認

消防本部


